準地衡風点渦系および球渦系の統計的性質 by 木村 英史
修 士 論 文 の 和 文 要 旨
研究科・専攻 大学院 電気通信学研究学研究科 知能機械工学専攻 博士前期課程
氏 名 木村 英史 学籍番号 0834021














準地衡 風 点渦 系 のエ ネル ギー依存性 につ い て調 査す るた めに、正温度領 域 、
O｀Linverse‐temperature、負温度領域の数値計算を行い、 E｀nd‐e■ct'、 I｀nverse end‐effect'とい
らた特徴的な振る舞いを確認した。また、渦雲間の相互作用を調べ、LiらがCASL法を用いて行
つた2体同体積球渦の計算結果と比較した。CASL法は一様渦度領域を仮定した計算方法なので、
正温度領域との数値計算結果と比較した。CASL法での計算結果よりも、点渦法の計算結果の方
が合体しやすいことが分かった。各エネルギーにおいて二つの渦雲を用意し時間発展をさせ、合
体・渦交換・定常回転の3つに分類し調べた。特に渦雲同士が合体した場合、合体後の渦雲の渦
重心周辺に着目すると、渦のエネルギーが初期のエネルギー分布より高いエネルギー分布になる
ことを確認した。
また、準地衡風球渦計の統計的性質について調べた。弱い散逸を伴う球渦系の数値計算におい
て、直接数値計算法であるCASL法の結果からごく弱いエンス トロフィー散逸条件と合体ルール
を仮定した。エネルギー・エンス トロフィー・渦数はある時間領域でべき乗員Jに従い減少した。
この時間領域において渦分布では中心層において一様渦度領域を形成した。
